
○ 地域の生態系を回復させるため、用途廃止された用水路をビオトープとして活用することとし、専門家
の指導のもと、直営施工により造成した。

○ 今後、更に２箇所のビオトープを造成することとし、造成したビオトープは多面的機能支払交付金を活
用して維持管理していく。

チームエコ美な美がた（新潟県上越市）

取組経緯 高度な農地・水の保全活動によるビオトープの造成

今後の展開

用途廃止された水路を活用したビオトープの造成 【地区概要】
・取組面積 54ha （田 53ha、畑 １ha）

・資源量 開水路15.2km、農道 3.9km

・主な構成員
農業者、非農業者、町内会、
子ども会、消防部 等

・交付金 約５百万円（H29）

・昭和48年のほ場整備以

前、本地域にはホトケド
ジョウ、タナゴ、ホタル等
の多様な生物が生息し
ていた。

・近年、集落営農により特
別栽培米・有機栽培米
の生産を開始して以降、
化学肥料や農薬に頼っ
た農業から環境に配慮
した農業に転換しようと
いう気運が高まった。

（財）上越環境科学センターによる現
地調査を実施し、これを踏まえた整
備計画を策定。直営施工によりビオ
トープ（延長：180m、幅：2m、深さ：
0.3m）を造成した。

保全対象生物

ホトケドジョウ、メダカ、
トノサマガエル、イモリ、タニシ 等

・設置したビオトープに、花ハス、スイレン、アヤメ等を植栽し、保全対象生物の自然定着を図り、定期的にモニ
タリングしていきたい。

・トビ・モズ・鷹類のホバリングや滞留が促進するよう桜木を植栽し、ヒバリの高鳴き、キジバトの太鳴きがさらに
高まる、より良き共生の‘農舞台’を作っていきたい。

・今後、更に2箇所のビオトープを造成する計画となっている。

・将来的には、ホタルの里となるような地域としたい。

施工状況

施工後

み み

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

じょうえつし



○ 本地域は、小佐渡東部の佐渡海峡に面し
た棚田地域で、絶滅前の野生トキが最後ま
で営巣していた地域である。

○ トキと共生できる村づくりを目指して、平成
14年に「明日の のうら21推進委員会」を設
立。本地域の水田がトキの餌場となるように、
減農薬米の栽培等を開始。

○ 平成19年度からは、農地・水・環境保全向
上対策に取り組み、地域ぐるみで地域資源を
保全し、減農薬米の栽培を支援。

○ 本地域は、小佐渡東部の海岸に面する棚田地帯で、野生のトキが最後まで営巣していた地域で
ある。平成14年に、トキと共生できる村づくりを目指して「明日の のうら21推進委員会」を設立し、
減農薬米の栽培等を開始。

○ 平成19年度からは、交付金を活用しながら、集落ぐるみの地域資源の保全管理や、大学生等と
連携した生物調査、小学生の田植え等の体験学習等の環境保全活動を実施。

○ これらの活動により、営農環境を適切に保全管理し、減農薬米の栽培を支援し、トキの生息環境
を保全。また、大学生等の環境教育の場を提供し、トキ保全に対する理解醸成と島内外から訪れ
る人々との交流を深めている。

野浦地区活動組織（新潟県佐渡市）

○ 農道や水路等の地域資源の保全活動を
集落ぐるみで取り組むことで、営農条件を改
善し、農業者の負担を軽減。

○ 島外の大学生等の協力のもと、水田の
生物やビオトープ水田の管理等を実施。

○ これらの活動により、佐渡市の「朱鷺と
暮らす郷づくり認証制度」の認証米の栽培
を支援。

○近隣小学校の総合学習として、田植え
や草刈、稲刈り等の体験学習を実施。

○ トキの飛来を確認。

○ 本交付金を活用による営農環境の適切な
保全管理により、付加価値のある佐渡市
認証米を継続的に栽培。

○ 活動を通じて、大学生や消費者・小学生
等に環境教育の場を提供し、交流も促進。

トキの生息環境の整備と地域振興の取組

【地区概要】
・取組面積 22ha （田21ha、畑１ha）

・資源量 開水路10.4km、農道5.7km

・主な構成員
農業者、自治会、土地改良区等

・交付金 約１百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

山間農業地域

さどしのうら

野浦の棚田 大学生の研修の様子直営施工による農道舗装

H29年度の実績
・認証米栽培面積 4ha（本地区の水田面積 21ha）

H19～H27年度までの実績
・生物調査等に参加した人数

大学生数 のべ436人（4校）、消費者数 のべ72人
・総合学習に参加した小学生数 400人（小学5,6年生）

野浦で確認されたトキ

野浦地区

放鳥以降トキのねぐらとして
使われた地点（環境省提供）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果



○本地域は、小佐渡東部から国仲平野にかけて広がる水田地帯で、トキの野生復帰ステーション
が設置され、トキの放鳥を実施。トキを目当てにした島外からの観光客が増加。

○ 本制度により、生物調査等の環境保全活動やそば祭り等の地域住民との交流活動、トビシマカン
ゾウの植栽による景観形成を実施。また、担い手の農地周りの施設を集落ぐるみで保全管理。

○ 多様な水田生物の生息環境が維持され、トキの生息環境が向上。トキをシンボルにした認証米
の栽培等を支援。また、交流活動等を通じたコミュニティ機能の向上や共同活動による担い手であ
る農業生産法人の負担が軽減。

正明寺地域資源保全会（新潟県佐渡市）

活動開始前の状況や課題 取組の効果

トキの餌場となる水田生物多様性の取組
【地区概要】
・取組面積 63ha （田63ha）

・資源量 開水路10.0km、農道11.0km

・主な構成員
自治会、婦人会、青年会、
集落長、OB会

・交付金 約３百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

中間農業地域

○生物調査、除草剤を使わずに草刈り
する等の施設の維持管理を実施。

○ そば祭りや講演会等の地域住民との
交流活動や市の花であるトビシマカンゾ
ウの植栽による景観形成を実施。

○担い手の農地周りの施設を集落ぐる
みで保全管理。

○トキの餌となる多様な水田生物の生息環

境が維持。トキが餌場として利用する頻度
が増加。

○佐渡市の「朱鷺と暮らす郷づくり認証制

度」の認証米の栽培を支援。

○ 活動を通じて生物の知識を習得した農業
者が、修学旅行の受入れや観光客向けに
ガイドを行い、農村環境をＰＲ。

○ 交流活動等により、地域資源の保全管理
に関する理解が非農家を含めて醸成し、コ
ミュニティ機能が向上。

○ 共同活動により、施設の機能が維持され、
地区内の農地の約８割を引き受けてい
る農業生産法人の負担を軽減。

さどししょうみょうじ

スロープ水路を活用す
るサドガエル（固有種）

・修学旅行の受入れ ：H23～27年度でのべ250人
・観光客向けガイド ： H26～27年度でのべ680人地域内の交流を深めるそば祭りの様子

正明寺の上空を舞うトキ

農業者がトキと生き物を
守る農法を説明

2010年 2015年正明寺地区

・生きもの調査の結果：H19年度17種→H27年度20種

取組内容

○ 本地域は、小佐渡東部から国仲平野
にかけて広がる水田地帯であり、トキの
野生復帰ステーションが設置されている。

○ トキ放鳥以前から、トキの餌生物の確
保のため、減農薬米栽培にも取り組む。

○ 平成20年度のトキ放鳥や平成23年度
の世界農業遺産認定を契機に、島外か
らの観光客が増加。

○ 平成19年度からは、農地・水・環境保
全向上対策に取り組み、農村環境を向
上。

採餌地点分布（環境省提供）（赤が濃いほど出現頻度が高い）



○ 本地域は、歴史・文化資源と豊かな自然環境が調和した地域であるが、耕作されていな
い農地が増え、風情ある農村景観が失われつつあった。

○ 平成19年度から農地・水・環境保全向上対策に取り組み、地元の小中学校と連携したオ
オムラサキの保護活動など、貴重な地域資源と自然の豊かさを知り、後世に残すための
活動を積極的に展開。

○ 本取組により、オオムラサキや水生生物の生息数が増加し、地域住民の環境保全に対
する意識も向上。また、活動を通じて地域コミュニティが徐々に回復。

大原里づくりトライアングル（京都府京都市）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

希少種保全の推進

【地区概要】
・取組面積 48ha （田 46ha、畑 2ha）

・資源量 開水路13.0km、農道2.0km

・主な構成員 農業者、ＮＰＯ、土地改良区

・交付金 約４百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

○ 本地域は、三千院などの歴史・文化資源
と豊かな自然環境が調和した豊かな田園風
景を有する地域。

○ しかし、農業者の高齢化や混住化等によ
り耕作されていない農地が増加するなど、
風情ある農村景観が喪失。

○ 「農」を核とした地域づくりを目指そうと、
平成11年以降農業者を中心に各種組織を
設立し、加工・直売等の６次産業化や基盤
整備事業を導入。

○ また、 10年以上前に、本地域ではほとん
ど見られなくなったオオムラサキの死骸を小
学生が発見したことがきっかけで、農業だけ
でなく景観・環境保全等の課題解決にも取り
組み。

おおはらさと

都市的地域

大原の景観

○ 土地改良区、農業団体及び非農業者主
体のNPO法人のトライアングル体制を核とし
た活動組織を設立。

○ 平成19年度から農地・水・環境保全向上
対策に取り組み、農地・水路等の地域資源
の保全活動を地域ぐるみで実施。

○ 専門家の指導の下、地元の小中学校と
連携し、希少種オオムラサキの保護活動
（累代飼育や放蝶会、クヌギの育生等）や水
生生物調査なども実施。

○ これらの活動を継続し、貴重な地域資源
と自然の豊かさを知り、後世に継承。

○ 専用の網室に1,000頭程度の蝶を育生・保護
し、毎年放蝶。近年、スポット的に蝶が見られ
る場所が増加。

水生生物調査の様子

○ 地域住民の水質保全に対する意識が向上し
たほか、水生生物の種類が増加。

H29.6月放蝶会 参加者80名程度 50頭以上放蝶

10年前の調査 水生生物27種類
H27.7月の調査 水生生物40種類
※参加者40名程度

○ これらの取組を通じ、農村環境が保全される
とともに、希薄になりかけていた地域コミュニ
ティが徐々に復活。

きょうとし



下池地域農地・水・環境保全管理組合（岐阜県海津市）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

生物多様性保全を軸とした地域ブランディングと６次産業化
【地区概要】
・取組面積 74ha（田71ha、畑３ha）

・資源量 開水路 8.2km
パイプライン10.3km
農道 12.1km

・主な構成員
自治会、財産区、株式会社、
合同排水機組合、土地改良区等

・交付金 約４百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

○ 水田で繁殖したメダカを約７万匹確認。

○ その水田で農薬を従来の半分に抑え、有
機肥料や稲わらを使用して栽培した米を、
生物多様性保全米としてブランド化して販
売。

○ 活動により生物多様性への関心が向上。

○ 地域内に６次産業化の気運が高まり、６
次産業化準備部会を立ち上げ、加工品製
造も計画。（これまで30品目程度試作済み）

○ 県との協働により、地域住民主体で水

田魚道を４箇所設置し、淡水魚が水田に
遡上し生育できる環境を整備。

○ 地域内外の住民に広く呼びかけ、生き

物観察や農業体験などに取り組み、地域
への愛着を高めるふるさと教育を実施。

○ 専門家等と連携し、ビオトープを造成し､

かつて本地域で確認されていたウシモツ
ゴを復元放流するなど､ふるさとを未来に
つなぐ活動を実施。

しもいけ かいづし

平地農業地域

○ 本地域は、濃尾平野の南西部の輪中
地帯に位置する県下最大級の農業地帯
で、かつては湿田が多く、ウシモツゴやイ
タセンパラなどの絶滅危惧種が生息する
「淡水魚の楽園」であった。

○ 平成16年度のほ場整備事業により農
地の大区画化と汎用化を図り、農業生産
性の向上とともに大規模農業経営体が
増加。一方、農業者が行ってきたため池
や水路等の「里川」の管理に関わる人が
減少し、生物多様性
は年々劣化。

○ このため、平成20年
度から農地・水・環境
保全管理組合を設立
し、「里川」の新たな
保全体制を構築。

ビオトープ観察会の様子 ブランド米｢本当に魚を増やして
いる田んぼのお米｣の開発・販売

○ 本地域は、濃尾平野の南西部に位置する県下最大級の農業地帯で、かつては「淡水魚の楽園」
であったが、ほ場整備を機に大規模農業経営体が増加し、ため池や水路などの「里川」の保全管
理に関わる人が減少し、生物多様性は年々劣化。

○ 本組織は、水田魚道を設置し、魚が水田に遡上し生育できる環境を整備。本制度により、地域内
外の住民に呼びかけ、生き物観察等を実施。

○ 水田では淡水魚が増加し、地域住民の生物多様性への関心が向上。当該水田で減農薬栽培し
た米を生物多様性保全米としてブランド化。地域特性、地域環境を活かした６次産業化商品の開発
にも発展。

水田魚道の設置
海津産ウシモツゴ

［生産面積］ H26 0.5ha → H29    2.1ha 
［生産量］ H26 2,250kg → H29  8,820kg

［H29観察会参加者数：約200人（約３割は地域外）
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